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Ⅰ目的：　インプラント補綴において，2 ピースインプラント
においては，インプラント体と補綴装置を結合するために補綴
スクリューの使用は必須であり，それ無しには補綴治療が完結
しない．インプラント体とアバットメント・歯冠の嵌合様式に
はインターナルコネクションエクスターナルコネクションコニ
カルシールコネクションの大きく 3 つの嵌合様式が存在し，そ
れぞれに利点欠点が存在する．インプラント体とアバットメン
トがバットジョイントで嵌合するエクスターナルコネクション
に関しては過去の報告において，その 0.6％に補綴スクリュー
の破折が生じることが報告されており，どのように破折が生じ
るのか，実際の破折スクリューを観察することは重要と考えら
れる．
Ⅱ材料および方法：　2020 年に埋入（Spline Twist 4.0mm ×
10mm）・補綴処置をされた左側上顎第一大臼歯インプラント
単冠補綴症例において，補綴後 2 年後に補綴スクリューの破折
を生じたため，Raju らの破折インプラントスクリューに対す
る報告に従い，撤去し得たスクリュー断面について電子顕微鏡

にて観察を行った．
Ⅲ結果：　破断スクリューについて，歯冠側と根先側にわけて
検討を行なった．歯根側の破断面はスクリュー撤去時についた
傷と考えられる規則的な模様が確認され，超音波切削器具でも
破断スクリューは傷つくことが示唆された．歯冠側は断面につ
いては金属材料の疲労破壊時に特有のストライエーション様の
縞模様が確認され，破断の起始点と考えられたスクリュー辺縁
には大きな亀裂が確認された．
Ⅳ考察および結論：　インプラント補綴スクリューの破断はス
クリュー辺縁のフィンの薄い部分から生じていた可能性があ
り，咬合負荷による繰り返し金属疲労とそれに伴う破断の進行
がスクリュー破折につながったと考えられた．インプラント補
綴スクリューは消耗品であり可視化できないミクロの傷が破断
につながる可能性が示唆された．
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Ⅰ目的：　現在，口腔インプラント体の上部構造に使用される
素材は多様化している．日本では審美性および強度に優れるジ
ルコニアが主流であるが，海外では修復および調整が容易で，
咬合力緩衝効果も期待されるハイブリッドレジンや Poly Ether 
Ether Ketone（以下，PEEK）等のレジン系材料も臨床的に使
用されている．近年，口内法等の単純エックス線検査の視認性
向上を目的に，PEEK にバリウムを含有し造影効果を付与させ
た新素材（以下，新型 PEEK）が開発された．バリウムは重金
属であり歯科用コーンビーム CT（以下，CBCT）画像上で金
属アーチファクト（以下，アーチファクト）が生じる可能性が
ある．アーチファクトは，病変や顎骨の形態を不明瞭にし，画
像診断に影響を及ぼす事が知られている．しかしながら，新型
PEEK が従来のレジン系材料と比較してどの程度アーチファク
ト生じるかを検討した報告はない．本研究の目的は，ハイブリッ
ドレジンや PEEK および新型 PEEK におけるインプラント上
部構造物の金属アーチファクトを評価することである．
Ⅱ材料および方法：　CBCT 装置は 3D eXam（カボデンタル
システムズジャパン，東京）を使用した．ファントームは高さ
6.0cm ×直径 13.0cm のアクリル容器を使用し，容器の内部を
水で満たして作成した．撮像対象は，ハイブリッドレジン（松
風ブロック HC スーパーハードⓇ，ULTI-Medical，大阪）と従

来型 PEEK（松風ブロック PEEK，ULTI-Medical，大阪）お
よび（株）ULTI-Medical から供与を受けた新型 PEEK を使用
した．撮像条件は，本学付属病院で口腔インプラント領域に使
用されている撮像条件に準じた．アーチファクトの解析は，
ImageJ Ver.1.52a（National Institutes of Health，USA）を用
いて各上部構造物に対してプロファイルラインを描出し，半値
幅を mm 単位で算出した．統計分析は，ハイブリッドレジン，
従来型 PEEK，新型 PEEK の 3 群間における半値幅の差を検
討するため，Kruskal-Wallis 検定を実施した．統計分析ソフト
には SPSS version 28 Ⓡ（IBM Japan，Tokyo）を用いた．その
際，有意水準は 5％未満（P ＜ 0.05）とした．
Ⅲ結果：　それぞれの上部構造物の半値幅は，ハイブリッドレ
ジ ン で 10.2 ± 0.1mm， 従 来 型 PEEK で 9.9 ± 0.1mm， 新 型
PEEK で 10.3 ± 0.1mm であり，3 郡間で有意な差がみられた（P
＜ 0.05）．
Ⅳ考察および結論：　新型 PEEK では他のレジン系材料と比
較してわずかに大きいアーチファクトが観察された．これは含
有される造影成分による影響と考えられる．一方で，新型
PEEK は単純エックス線検査画像における視認性の向上という
臨床的利点を有するため，使用目的に応じた材料選択が重要で
あると考えられる．
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